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１．研究計画の概要 
 東南アジアで特定されたホットスポ
ットであるインドネシアやフィリピン
などに生息する希少動物種を生息域外
保全するために、日本の動物園で飼育展
示されているアジアゾウ、サイ、トラな
どの繁殖生理を解明して個体数を増や
すことが、この研究の目的である。その
ために、これらの種または近縁種の、
（１）発情周期や妊娠期間などにおける
繁殖モニタリング、（２）高速液体クロ
マトグラフィーを用いた糞中や尿中に
排泄される性ステロイドホルモン代謝
物の特定と定量、（３）（１）のモニタ
リングの結果から繁殖適期を把握した
交配の実施、（４）発情兆候が不明確ま
たは無発情の個体の発情の誘起方法の
検討、（５）雄からの精液採取と凍結保
存技術の開発を行う。  
 
２．研究の進捗状況 
（１）アジアゾウでは、血液、糞及び尿中の
性ステロイドホルモン代謝物を高速液体ク
ロマトグラフィーで同定し酵素免疫測定法
で動態を解明した。その結果、①排泄物中の
動態から発情周期、妊娠期、発情期の判定が
可能であること、②尿中コルチゾールの動態
から出産日の予測が可能であること、③黄体
期と妊娠期の糞中と尿中で特異な 5α系プレ
グナンが各々同定できたこと、④無排卵黄体
形成ホルモン（LH）サージと排卵 LH サー
ジ間が 21 日間であること、⑤両 LH サージ
の直前に尿中エストラジオール・グルクロニ
ド濃度が明確に上昇したこと、⑥雄の排泄物
中の雄性ホルモン代謝物含量の動態と性行
動（特にマスト）と間に強い関連性が見出さ

れたことなどが明らかとなった。 
（２）インドサイ、クロサイ及びシロサイで
は、糞中のアンドロステンジオンやプロジェ
ステロン（P4）含量の動態から発情周期を明
確に捉えることができ、種に特徴的な外部兆
候や諸行動との関連性を見出した。さらに、
糞中に排泄されたステロイドホルモン代謝
物を同定し、妊娠期と卵胞期に排泄される代
謝物の相違を明らかにできた。 
（３）アムールトラでは、①交尾排卵動物で
あること、②繁殖季節における繁殖現象を明
らかにできたこと、③黄体期と妊娠期の糞中
には、主に P4、4 種のプレグナンおよび 5α
-ジヒドロプロジェステロンが同定され、また
卵胞期にはエストラジオール-17βとエスト
ロンが主に排泄されていることなどが明ら
かとなった。 
（４）アジアゾウ、インドサイ、アムールト
ラ、ウンピョウおよびボルネオオランウータ
ンから精子や卵母細胞を回収し、①死体から
卵母細胞を回収したこと、②採取した精液を
液状輸送し他園の雌に無麻酔下で人工授精
したこと、③ボルネオオランウータンでは 3
例の妊娠（うち 2 例出産）に成功したこと、
④ボウシテナガザルでは雌雄生殖器官の解
剖学的特徴ならびに配偶子の細胞学的特性
を解明できた。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
 2010年度までの 3年間で、当初研究対象と
した全ての動物種について、生息域外保全を
目的とした詳細な繁殖生理を解明すること
ができ、さらに配偶子の回収並びに人工授精
を実施し、一部の種だけではあるが妊娠（出
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産）させることができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）これまで通り、最終年度でも同様な動
物種を対象に研究を実行し、さらに別の動物
園で飼育されている個体についても研究対
象に加えて研究を推進する。 
（２）各々の年度での各動物園における研究
実施体制の相違から、研究材料の入手に支障
をきたした年度もあり、さらに人工授精や精
液凍結保存などの人工繁殖技術を実施する
動物種も限定したい。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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